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特  集
アジアの女性障害者
──複合差別と権利擁護──

●�

は
じ
め
に
―
タ
イ
の
障
害
者
法

と
障
害
者
運
動
―

　

二
〇
一
三
年
、
タ
イ
で
初
め
て
第
一

期
女
性
障
害
者
開
発
戦
略
（
行
動
）
四

カ
年
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
、

国
家
経
済
社
会
計
画
な
ど
で
性
別
に
言

及
な
く
障
害
者
が
登
場
す
る
の
は
一
九

八
〇
年
代
か
ら
で
、
女
性
障
害
者
に
焦

点
が
あ
た
る
ま
で
約
三
〇
年
間
の
ひ
ら

き
が
あ
る
。
ま
ず
は
、
こ
の
三
〇
年
を

振
り
返
っ
て
み
た
い
。

　

タ
イ
政
府
が
障
害
者
施
策
制
定
に
向

け
て
動
き
出
し
た
の
は
一
九
八
〇
年
代

以
降
だ
が
、
そ
の
背
景
に
は
「
国
連
障

害
者
年
」（
一
九
八
一
年
）
お
よ
び
そ

の
後
の
「
国
連
障
害
者
の
一
〇
年
（
一

九
八
三
～
九
二
年
）」
の
行
動
計
画
の

刺
激
を
う
け
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
時
を
同
じ
く
し
て
障
害
当
事
者

団
体
で
あ
るD

isabled Peoples' 
International

（
以
下
、
Ｄ
Ｐ
Ｉ
）
の

第
一
回
総
会
に
参
加
し
た
障
害
者
た
ち

が
刺
激
を
受
け
、
国
内
で
障
害
者
団
体

の
設
立
な
ど
を
行
い
、
障
害
者
運
動
の

活
発
化
を
図
っ
た
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
。

　

一
九
八
〇
年
代
、
タ
イ
の
障
害
者
た

ち
は
、
タ
イ
国
初
の
障
害
者
法
を
求
め

て
起
草
委
員
会
に
参
加
し
た
り
、
国
内

の
障
害
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て

法
制
定
に
向
け
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

っ
た
り
と
活
動
を
展
開
し
た
。
公
的
な

医
療
費
補
助
も
生
活
支
援
も
な
い
に
等

し
か
っ
た
タ
イ
社
会
の
な
か
で
、
生
活

困
難
な
状
況
に
あ
っ
た
障
害
者
た
ち
は
、

ま
ず
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
や
所
得
保
障
な
ど
最
低
限
の

生
活
改
善
に
望
み
を
託
し
た
。

　

一
九
九
一
年
に
タ
イ
で
初
め
て
の
障

害
者
法
で
あ
る
「
一
九
九
一
年
障
害
者

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
法
」（
以
下
、

一
九
九
一
年
法
）
が
制
定
さ
れ
た
。
同

法
に
よ
っ
て
、
障
害
者
登
録
制
度
や
障

害
者
手
当
が
整
備
・
開
始
さ
れ
た
他
、

障
害
者
雇
用
割
当
制
度
も
導
入
さ
れ
た
。

一
九
九
一
年
法
に
よ
っ
て
基
本
的
な
障

害
者
施
策
が
始
ま
っ
た
と
い
え
る
が
、

そ
の
普
及
は
進
ま
ず
障
害
者
の
生
活
の

場
に
は
恩
恵
は
届
か
な
か
っ
た
。
法
律

だ
け
で
は
生
活
は
変
わ
ら
な
い
と
実
感

し
た
障
害
者
た
ち
は
、
よ
り
広
く
社
会

的
な
問
題
解
決
を
求
め
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
や
就
労
か
ら
、
人
権
や
市
民

権
の
獲
得
へ
と
活
動
を
移
し
て
い
っ
た
。

　

そ
の
後
、
国
連
障
害
者
権
利
条
約
の

採
択
お
よ
び
タ
イ
政
府
の
同
条
約
署

名
・
批
准
の
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
、
タ

イ
の
障
害
者
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
政
府
代

表
団
の
一
員
と
し
て
存
在
感
を
示
し
、

同
時
に
、「
二
〇
〇
七
年
障
害
者
エ
ン

パ
ワ
メ
ン
ト
法
」（
以
下
、
二
〇
〇
七

年
法
）
の
制
定
に
も
深
く
関
わ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
国
連
障
害
者
権
利
条
約
を

強
く
意
識
し
た
こ
の
法
律
は
、
障
害
者

の
権
利
や
地
域
生
活
支
援
な
ど
障
害
当

事
者
の
視
点
を
盛
り
込
ん
だ
画
期
的
な

法
律
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
過
程
で
は
、
女
性
障

害
者
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
充
足
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
や
位
置
づ
け
、
社

会
的
背
景
か
ら
受
け
る
権
利
侵
害
、
ラ

イ
フ
コ
ー
ス
な
ど
に
焦
点
を
あ
て
た
運

動
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
こ

と
自
体
が
、
女
性
の
ニ
ー
ズ
を
無
自
覚

に
深
刻
化
し
、
ま
た
は
、
男
性
と
の
格

差
を
増
長
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

●�

運
動
の
な
か
の
女
性
障
害
者

―
ス
テ
ー
ジ
の
上
と
下
―

　

女
性
障
害
者
た
ち
は
、
一
連
の
障
害

者
運
動
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な
存
在
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

タ
イ
の
障
害
者
法
の
制
定
過
程
に
は

男
性
の
障
害
者
リ
ー
ダ
ー
の
活
躍
が
あ

げ
ら
れ
る
。
社
会
的
少
数
者
で
あ
る
障

害
者
が
、
諸
法
案
や
政
策
に
関
わ
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
、「
当
事
者
リ
ー
ダ

ー
た
ち
は
、
大
学
卒
業
以
上
の
学
歴
を

も
つ
比
較
的
社
会
的
地
位
が
高
い
男
性

障
害
者
で
あ
っ
た
」
点
が
背
景
に
あ
る
。

タ
イ
の
男
性
障
害
者
リ
ー
ダ
ー
が
、
当

事
者
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
法
制
定
や
制
度
運
用
に
関
わ
る
こ
と

は
、
当
事
者
性
や
障
害
者
運
動
の
観
点

か
ら
一
定
の
評
価
は
認
め
ら
れ
る
。
し

か
し
、
そ
の
背
景
に
、
意
思
決
定
の
プ

ロ
セ
ス
や
政
治
変
動
、
不
可
視
の
階
級

や
学
歴
へ
の
配
慮
、
男
性
の
優
位
性
な

吉
村 

千
恵

タ
イ
の
障
害
者
運
動
と
女
性
障
害
者

―
女
性
障
害
者
が
動
き
出
す
ま
で
―
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ど
タ
イ
社
会
の
特
異
性
が
あ
げ
ら
れ
る

こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

タ
イ
の
女
性
た
ち
も
ま
た
、
そ
の
伝

統
的
階
級
制
に
よ
る
影
響
や
抑
圧
（
時

に
は
恩
恵
）
を
受
け
て
お
り
、
ジ
ェ
ン

ダ
ー
に
よ
る
差
と
階
級
差
の
両
方
の
影

響
下
に
あ
る
。

　

タ
イ
は
家
事
の
市
場
化
が
進
ん
だ
り
、

母
系
的
家
族
制
度
の
影
響
な
ど
か
ら
、

家
父
長
的
な
男
女
の
性
別
役
割
分
担
が

少
な
い
と
評
さ
れ
た
り
、
ま
た
は
女
性

が
社
会
進
出
を
し
て
い
る
割
合
が
高
く

男
女
共
同
参
画
が
進
ん
で
い
る
と
評
さ

れ
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
こ
と

が
、
す
な
わ
ち
男
女
平
等
社
会
で
あ
る

わ
け
で
は
な
い
。
不
可
視
の
社
会
階
級

に
加
え
て
、
男
女
の
性
別
役
割
分
担
や

性
別
に
よ
る
処
遇
や
立
場
の
違
い
は
確

か
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
実
質
的
に
運
動
の
現
場

を
担
う
の
は
女
性
障
害
者
が
圧
倒
的
に

多
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
事
者
運

動
を
進
め
た
り
、
実
行
委
員
会
等
の
長

を
決
め
た
り
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
に

は
、
男
性
障
害
者
の
名
前
が
あ
が
る
こ

と
が
多
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
自

分
た
ち
に
は
性
別
は
関
係
な
い
が
、
対

外
的
に
は
男
性
の
方
が
格
好
が
つ
く

（
ま
ず
問
題
な
い
）」「
○
○
さ
ん
は
、

□
□
と
い
う
肩
書
き
（
ま
た
は
経
験
）

が
あ
る
か
ら
」「
話
し
が
上
手
だ
か
ら
」

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

特
に
首
都
バ
ン
コ
ク
で
は
、
障
害
者

関
係
の
国
際
会
議
や
セ
ミ
ナ
ー
が
数
多

く
開
催
さ
れ
る
。
ま
た
省
庁
関
係
や
障

害
者
団
体
主
催
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多
い
。

以
上
の
経
緯
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
際
に

ス
テ
ー
ジ
の
上
で
司
会
や
リ
ソ
ー
ス
パ

ー
ソ
ン
、
も
し
く
は
講
演
者
と
し
て
話

し
を
す
る
の
は
、
男
性
障
害
者
と
な
る

こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
、
女
性
障
害
者

た
ち
は
、
し
っ
か
り
も
の
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
進
行
係
や
受
付
、
会
計
、
資
料

作
成
、
会
場
レ
イ
ア
ウ
ト
、
撤
収
な
ど

を
こ
な
す
。
ス
テ
ー
ジ
の
上
と
下
、
運

動
を
す
す
め
て
い
く
う
え
で
両
方
の
役

割
分
担
は
必
須
で
は
あ
る
が
、
上
と
下

の
性
別
比
が
逆
に
な
る
こ
と
は
少
な
い
。

●�

女
性
障
害
者
た
ち
の
動
き
―

N
o
th
in
g
 a
b
o
u
t U

S
, 

W
ithout  U

S!  
―

　

障
害
者
運
動
の
中
心
的
な
リ
ー
ダ
ー

の
な
か
に
も
女
性
障
害
者
た
ち
は
存
在

す
る
。
普
段
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
活
動

し
て
い
る
が
、
セ
ミ
ナ
ー
や
会
議
な
ど

で
出
会
う
と
、
女
性
障
害
者
の
置
か
れ

て
い
る
問
題
等
に
つ
い
て
話
さ
れ
る
。

　

女
性
障
害
者
か
ら
み
れ
ば
、
時
に
は

男
性
障
害
者
と
も
障
害
を
持
た
な
い
女

性
と
も
、
共
通
の
問
題
と
相
違
す
る
問

題
の
両
方
を
持
ち
つ
つ
活
動
を
展
開
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

そ
う
し
た
状
況
の
も
と
、
女
性
障
害

者
の
視
点
に
た
っ
た
運
動
展
開
の
必
要

性
が
確
認
さ
れ
、
二
年
ほ
ど
前
か
ら
具

体
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
が
始
ま
っ
た
。

　

二
〇
一
四
年
、身
体
障
害・視
覚
障
害・

聴
覚
障
害
な
ど
を
持
ち
、
既
に
各
団
体

で
活
躍
し
て
い
る
女
性
障
害
当
事
者
計

六
名
が
世
話
人
と
な
り
、
女
性
障
害
者

の
潜
在
能
力
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
協
会

（The A
ssociation to Em

pow
erm

ent 
the Potential of W

om
en w

ith 
D

isabilities

：
Ａ
Ｅ
Ｐ
Ｗ
Ｗ
Ｄ
ｓ
）
が

設
立
さ
れ
た
。
現
在
は
、
登
録
者
を
募

集
し
な
が
ら
、
問
題
の
共
有
や
提
言
活

動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

Ａ
Ｅ
Ｐ
Ｗ
Ｗ
Ｄ
ｓ
は
、
国
連
障
害
者

権
利
条
約
や
障
害
者
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
あ
る
「N

othing about U
S, 

W
ithout U

S

」
を
掲
げ
、
当
事
者
（
Ｕ

Ｓ
）
は
女
性
障
害
者
で
あ
る
と
訴
え
る

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

世
界
銀
行
と
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
レ
ポ
ー
ト
も
引

用
し
な
が
ら
、
障
害
者
の
権
利
を
合
言

葉
に
、
東
南
ア
ジ
ア
や
世
界
的
な
ジ
ェ

ン
ダ
ー
・
イ
シ
ュ
ー
（
社
会
参
画
や
雇

用
機
会
の
不
平
等
）
を
焦
点
化
し
、
女

性
障
害
者
は
複
合
差
別
を
受
け
て
厳
し

い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
と
訴
え
て
い

る
。
そ
の
う
え
で
、
社
会
開
発
と
人
間

の
安
全
保
障
省
お
よ
びD

PI-T
hai

な

ど
に
対
し
て
、
①
各
種
委
員
会
や
そ
の

ほ
か
の
意
思
決
定
の
場
に
お
け
る
女
性

障
害
者
の
一
定
割
合
の
参
加
（
ク
ォ
ー

タ
ー
制
の
導
入
）、
②
女
性
障
害
者
へ

の
就
労
支
援
、
③
女
性
障
害
者
へ
の
教

育
機
会
の
保
障
な
ど
を
訴
え
る
提
案
書

を
提
出
し
た
。

　

今
後
、
女
性
障
害
者
の
視
点
を
ど
の

よ
う
に
発
揮
し
、
当
事
者
運
動
を
展
開

し
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で

障
害
者
運
動
で
強
調
さ
れ
た
当
事
者
性

は
、
女
性
障
害
者
の
当
事
者
性
も
当
然

と
し
て
理
解
す
る
土
壌
を
は
ぐ
く
ん
で

き
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｐ
Ｗ
Ｗ
Ｄ
ｓ
の
立
ち
上
げ
メ
ン

バ
ー
は
、
既
に
障
害
者
運
動
や
社
会
の

な
か
で
発
言
権
を
持
っ
て
い
る
障
害
当

事
者
で
あ
る
。
女
性
障
害
当
事
者
の
声

を
上
げ
る
媒
体
が
で
き
た
こ
と
で
、
間

接
的
な
情
報
を
含
め
、
彼
女
た
ち
が
見

聞
き
し
た
こ
と
を
総
括
し
、
発
言
す
る

方
法
を
得
た
と
い
え
る
。
ま
ず
は
、
彼

女
た
ち
が
声
を
上
げ
、
女
性
障
害
者
が

持
つ
と
い
わ
れ
る
、
複
合
差
別
や
ニ
ー

ズ
に
つ
い
て
訴
え
る
こ
と
で
、
問
題
の

所
在
に
注
意
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
時
に
は
直

感
的
な
も
の
で
あ
り
、
統
計
的
ま
た
は

理
論
的
に
構
築
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い

可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
女
性
障
害

者
が
、
女
性
障
害
者
の
声
を
代
弁
ま
た
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は
自
身
の
問
題
と
し
て
訴
え
る
こ
と
は
、

そ
れ
が
類
似
の
ま
た
は
想
起
さ
れ
う
る

問
題
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
か
ら
で
あ

り
、
ま
さ
に
障
害
者
運
動
の
な
か
で
重

要
視
さ
れ
て
い
る
ピ
ア
と
し
て
の
理

解
・
共
感
が
正
当
化
の
根
底
に
あ
る
。

そ
れ
は
、「
女
性
」
と
い
う
枠
と
も
「
障

害
者
」
と
い
う
枠
と
も
割
り
切
れ
な
い

「
女
性
障
害
者
」
と
し
て
の
ピ
ア
（
女

性
障
害
者
と
し
て
類
似
の
経
験
ま
た
は

共
感
を
持
つ
仲
間
）
で
あ
る
。

●�

第
一
期
女
性
障
害
者
開
発

戦
略
（
行
動
）
四
カ
年
計
画

（
二
〇
一
三
～
一
六
年
）

　

社
会
開
発
と
人
間
の
安
全
保
障
省
障

害
者
の
生
活
の
質
の
向
上
お
よ
び
促
進

事
務
所（
障
害
者
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
局
）

は
、
女
性
障
害
者
が
置
か
れ
て
い
る
社

会
的
状
況
（
教
育
、
就
労
、
日
常
生
活
、

保
健
等
）
の
課
題
に
対
し
て
、
第
一
期

女
性
障
害
者
開
発
戦
略
（
行
動
）
四
カ

年
計
画
（
二
〇
一
三
～
一
六
年
）（
以

下
行
動
計
画
）
を
策
定
・
公
表
し
た
。

　

こ
の
策
定
過
程
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｐ
Ｗ
Ｗ

Ｄ
ｓ
の
複
数
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
も
行
わ
れ
て
い
る
。
同
事
務
所
は
、

二
〇
〇
七
年
法
の
起
草
過
程
や
国
連
障

害
者
権
利
条
約
の
制
定
過
程
、
Ａ
Ｐ
Ｃ

Ｄ
（
タ
イ
ア
ジ
ア
太
平
洋
障
害
者
セ
ン

タ
ー
）
や
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
（
国
際
連

合
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
社
会
委
員
会
）

な
ど
と
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
な
か
で
、

（
主
に
男
性
の
）
障
害
当
事
者
の
声
を

反
映
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
を
理
解
し
、

会
議
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
際
に
は
、
障

害
当
事
者
を
メ
ン
バ
ー
に
加
え
る
こ
と

を
当
然
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ

は
、
女
性
障
害
者
の
問
題
に
つ
い
て
も

同
様
で
、
後
発
的
で
は
あ
る
も
の
の
、

女
性
障
害
者
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
声
が
行

動
計
画
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
行
動
計
画
は
、
男
性
障
害
者
に

比
べ
、
女
性
障
害
者
は
、
社
会
的
に
も

制
度
的
に
も
教
育
、
就
労
、
健
康
や
保

健
、
日
常
生
活
の
介
助
者
確
保
な
ど
の

面
で
、
必
要
な
支
援
が
十
分
に
得
ら
れ

て
い
な
い
点
、
社
会
参
画
も
十
分
で
は

な
い
点
、
そ
の
背
景
に
は
差
別
や
偏
見

が
存
在
す
る
点
な
ど
を
明
記
し
た
う
え

で
、
女
性
障
害
児
・
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上

の
た
め
の
達
成
目
標
と
戦
略
を
記
し
て

い
る
。

　

達
成
目
標
と
し
て
は
、女
性
障
害
児
・

者
へ
の
差
別
の
解
消
、
社
会
参
画
の
促

進
と
教
育
機
会
の
保
障
、
公
衆
衛
生
サ

ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
支
援
、
自
立
支

援
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
目

標
に
従
っ
て
、
戦
略
項
目
と
し
て
次
の

六
項
目
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

①�

女
性
障
害
児
・
者
の
社
会
に
お
け
る

公
正
か
つ
差
別
の
な
い
権
利
実
現
の

促
進
。

②�

重
度
女
性
障
害
児
・
者
対
策
。

③�

女
性
障
害
児
・
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
。

④�

社
会
に
お
け
る
女
性
障
害
者
の
社
会

参
画
と
機
会
均
等
。

⑤�

多
種
多
様
な
レ
ベ
ル
で
の
女
性
障
害

当
事
者
団
体
の
設
立
促
進
。

⑥�

女
性
障
害
児
・
者
に
理
解
あ
る
社
会

の
創
造
。

　

六
項
目
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
細
か

い
目
標
や
達
成
方
法
、
達
成
の
た
め
の

数
値
目
標
、
担
当
部
局
な
ど
が
設
定
さ

れ
て
お
り
、
具
体
的
な
行
動
戦
略
が
策

定
さ
れ
て
い
る
。
行
動
計
画
の
背
景
に

は
、
世
界
的
な
女
性
や
障
害
者
の
権
利

に
関
す
る
動
向
と
し
て
、
女
性
差
別
撤

廃
条
約
、
北
京
宣
言
お
よ
び
行
動
綱
領
、

国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
、
国
連
障

害
者
権
利
条
約
な
ど
の
概
念
が
あ
り
、

伝
統
的
な
慈
善
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
権
利

に
基
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
に
パ
ラ
ダ
イ
ム

シ
フ
ト
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
明
記

さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
タ
イ
政
府
と
し
て
、

女
性
障
害
児
・
者
の
問
題
に
関
心
を
も

ち
、
行
動
計
画
を
策
定
し
た
こ
と
は
評

価
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
行
動
計
画

は
第
一
期
目
が
策
定
さ
れ
た
ば
か
り
で

あ
る
。
二
〇
〇
七
年
に
制
定
さ
れ
た
障

害
者
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
法
の
施
行
規
則

策
定
や
そ
の
実
施
状
況
と
同
様
に
、
同

行
動
計
画
も
女
性
障
害
者
の
生
活
の
な

か
で
実
現
さ
れ
て
い
く
に
は
相
当
の
時

間
が
か
か
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
行

動
計
画
が
ど
の
よ
う
に
実
行
さ
れ
、
女

性
障
害
者
の
現
状
が
ど
の
よ
う
に
改
善

さ
れ
る
の
か
、
継
続
し
て
観
察
す
る
必

要
が
あ
る
。

●�

今
後
の
課
題
―
障
害
者
女
性
の

権
利
の
具
現
化
に
向
け
た
課
題

と
運
動
の
展
望
―

⑴
「
男
女
差
は
な
い
」
と
い
う
声

　

女
性
障
害
者
の
な
か
に
は
、
女
性
障

害
者
と
し
て
差
別
を
受
け
た
経
験
が
な

い
と
主
張
す
る
人
た
ち
が
い
る
。「
男

女
差
は
な
い
、
あ
っ
て
も
個
人
差
だ
」

と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
既
に
パ

ー
ト
ナ
ー
が
い
た
り
長
期
間
就
労
を
継

続
し
生
計
を
た
て
て
い
た
り
と
、
自
立

し
生
活
パ
タ
ー
ン
も
安
定
し
て
い
る
者

が
多
い
。
同
時
に
同
様
の
障
害
者
仲
間

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
も
持
っ
て
い
る
。
何
か
問
題
が
お
き

た
と
し
て
も
、
自
身
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
な
か
で
解
決
で
き
る
。

　

彼
女
た
ち
の
ケ
ー
ス
か
ら
み
え
て
く

る
の
は
、
経
済
活
動
の
確
立
と
仲
間
の

確
保
、
そ
し
て
そ
れ
ら
日
常
の
連
続
性

で
あ
る
。
女
性
障
害
者
が
、
地
域
社
会

の
な
か
で
障
害
が
社
会
的
障
害
と
な
ら

ず
自
己
実
現
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
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特集：タイの障害者運動と女性障害者―女性障害者が動き出すまで―

う
に
、
前
述
の
よ
う
な
条
件
整
備
を
行

う
必
要
が
あ
る
。

⑵�
女
性
障
害
者
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
上
の

「
障
害
」

　

子
ど
も
時
代
・
恋
愛
・
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
・
就
労
・
趣
味
活
動
な
ど
の
ラ

イ
フ
コ
ー
ス
は
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

誰
も
が
経
験
す
る
事
柄
だ
と
思
わ
れ
が

ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
障
害
を
持
っ
た

場
合
、
女
性
障
害
者
は
男
性
障
害
者
と

は
異
な
る
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
を
た
ど
り
、

女
性
障
害
者
な
ら
で
は
の
問
題
に
直
面

す
る
こ
と
が
あ
る
。
障
害
を
持
っ
た
時

期
に
よ
っ
て
も
異
な
る
が
、
恋
愛
や
結

婚
、
時
に
は
出
産
に
あ
た
っ
て
、
障
害

者
で
あ
る
こ
と
が
「
自
己
選
択
・
自
己

決
定
」
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
要
因

と
な
る
。
時
に
は
、
障
害
を
理
由
に
恋

愛
の
対
象
外
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と

も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
積
み
重
ね
は
、
ひ

い
て
は
自
己
規
制
に
つ
な
が
る
。

　

障
害
を
持
っ
て
い
て
も
、
恋
愛
し
、

結
婚
し
、
出
産
を
迎
え
る
ケ
ー
ス
も
当

然
あ
る
。
日
常
の
会
話
で
は
、
障
害
は

関
係
な
い
と
い
い
つ
つ
も
、
自
身
の
子

ど
も
が
障
害
を
持
っ
て
産
ま
れ
て
く
る

こ
と
に
は
否
定
的
に
な
る
な
ど
、
障
害

を
持
つ
こ
と
に
対
し
て
は
複
雑
な
思
い

も
あ
る
。

　

本
来
一
人
の
人
間
と
し
て
、
教
育
を

受
け
た
り
、
就
労
し
た
り
、
パ
ー
ト
ナ

ー
と
共
に
歩
ん
だ
り
、
出
産
、
育
児
な

ど
各
女
性
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
な
か
に

は
多
様
な
選
択
肢
が
認
め
ら
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
女
性
障
害
者
た
ち
が
声
を
上

げ
て
い
く
こ
と
で
そ
の
選
択
肢
が
増
え

る
だ
ろ
う
。

⑶
性
暴
力
被
害
の
お
そ
れ

　

現
在
、
女
性
障
害
者
へ
の
性
暴
力
の

実
態
は
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

警
察
や
関
係
省
庁
も
女
性
障
害
者
に
特

化
し
た
被
害
状
況
調
査
を
行
っ
て
い
な

い
。
し
か
し
、
女
性
障
害
者
へ
の
性
暴

力
の
問
題
は
、
被
害
者
個
人
の
語
り
や

障
害
者
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
語
り
の
な
か

で
よ
く
耳
に
す
る
。
特
に
軽
度
の
女
性

知
的
障
害
者
の
場
合
、
本
人
の
認
識
す

る
恋
愛
感
情
と
男
性
側
の
感
覚
に
相
違

が
あ
り
、
利
用
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
明

ら
か
に
性
暴
力
で
あ
っ
た
り
、
時
に
は

売
買
春
の
被
害
に
遭
う
可
能
性
も
あ
る
。

女
性
障
害
者
へ
の
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
、
本
人
や
周
囲
の
人
々
が
、

「
恋
愛
」
や
「
身
近
で
気
軽
な
世
間
話
」

と
し
て
語
る
こ
と
も
あ
る
。

　

性
暴
力
の
被
害
の
話
は
、
知
的
障
害

者
に
限
ら
な
い
。
寺
院
で
宝
く
じ
を
売

っ
て
い
た
盲
の
女
性
が
寺
院
の
境
内
で

暴
行
さ
れ
た
、
身
体
障
害
を
持
つ
少
女

が
親
族
の
男
性
か
ら
暴
行
さ
れ
た
、
な

ど
の
被
害
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

ま
た
、
高
校
や
大
学
の
女
子
学
生
が
通

学
で
、
ロ
ッ
ト
ゥ
ー
と
呼
ば
れ
る
乗
り

合
い
ワ
ゴ
ン
を
利
用
す
る
際
、
運
転
手

が
乗
り
降
り
を
手
伝
う
と
き
に
、
わ
ざ

と
身
体
を
触
る
と
い
う
痴
漢
行
為
も
報

告
さ
れ
て
い
る
。
Ａ
Ｅ
Ｐ
Ｗ
Ｗ
Ｄ
ｓ
は
、

今
後
の
活
動
目
標
の
ひ
と
つ
に
、
こ
う

し
た
性
暴
力
被
害
の
実
態
把
握
お
よ
び

予
防
と
救
済
に
関
わ
る
活
動
を
あ
げ
て

い
る
。
個
人
で
の
取
り
組
み
が
難
し
い

課
題
で
あ
り
、
一
人
一
人
と
の
信
頼
関

係
が
必
要
と
な
る
課
題
で
も
あ
る
の
で
、

女
性
障
害
者
団
体
の
活
動
に
期
待
が
寄

せ
ら
れ
る
。

●�

お
わ
り
に

　

前
述
の
行
動
計
画
に
対
し
て
、
Ａ
Ｅ

Ｐ
Ｗ
Ｗ
Ｄ
ｓ
は
ク
ォ
ー
タ
ー
制
を
提
案

し
て
い
る
も
の
の
、
い
ま
だ
そ
れ
は
実

現
し
て
い
な
い
。
戦
略
計
画
の
な
か
で

は
、
女
性
障
害
者
や
障
害
女
児
に
対
す

る
、
教
育
や
制
度
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
向

上
さ
せ
、
社
会
の
偏
見
を
な
く
す
と
い

う
目
標
は
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

男
性
が
多
数
を
占
め
る
委
員
会
や
議
会
、

制
度
や
政
策
決
定
の
場
へ
の
女
性
障
害

者
の
進
出
な
ど
、
社
会
的
な
変
革
に
つ

い
て
は
、
具
体
的
な
目
標
が
設
定
さ
れ

な
い
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
女
性
障
害
者
の
団
体
支
援

な
ど
が
戦
略
計
画
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

こ
と
は
大
き
な
一
歩
で
あ
る
。
Ａ
Ｅ
Ｐ

Ｗ
Ｗ
Ｄ
ｓ
の
よ
う
な
女
性
障
害
者
団
体

が
組
織
化
さ
れ
た
こ
と
は
、
男
性
障
害

者
中
心
の
運
動
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た

ス
ペ
ー
ス
を
基
盤
と
し
て
、
よ
り
複
合

的
な
ニ
ー
ズ
を
持
っ
た
女
性
障
害
者
が

自
ら
声
を
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
既
存
の
団
体
に
身
を

置
き
な
が
ら
、
そ
こ
か
ら
自
覚
さ
れ
た

女
性
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
を
あ
げ
て
い
く
。

た
と
え
ば
、
他
の
障
害
者
の
た
め
に
生

活
支
援
の
活
動
を
行
っ
た
り
、
行
政
や

社
会
と
の
交
渉
役
を
担
っ
た
り
、
セ
ミ

ナ
ー
や
委
員
会
に
参
加
・
発
言
し
、
障

害
者
へ
の
理
解
を
訴
え
た
り
、
国
際
会

議
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
男
性
障
害
者
が
確
保
し
て
き
た

委
員
会
の
障
害
当
事
者
枠
な
ど
に
、
英

語
や
知
識
、
交
渉
力
を
身
に
つ
け
た
女

性
障
害
者
リ
ー
ダ
ー
が
取
っ
て
代
わ
っ

て
参
画
し
て
い
る
。

　

女
性
障
害
者
が
自
ら
声
を
上
げ
る
優

位
性
は
確
か
に
存
在
し
て
い
る
。
当
事

者
団
体
は
地
域
で
暮
ら
し
て
い
る
女
性

障
害
者
と
の
交
流
を
広
げ
ニ
ー
ズ
を
拾

い
上
げ
な
が
ら
、
言
語
化
し
、
社
会
に

つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
女
性
障

害
者
の
権
利
擁
護
に
む
け
て
課
題
は
山

積
だ
が
、
同
時
に
、
活
動
展
開
の
可
能

性
に
大
き
な
期
待
を
感
じ
て
い
る
。

（
よ
し
む
ら　

ち
え
／
熊
本
学
園
大
学

社
会
福
祉
学
部
講
師
）
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